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アレルギー疾患を有する学生の食事脂肪酸摂取状

況と血清および赤血球膜脂肪酸構成

………………………………………仲野裕美，他

介護予防事業の経済的側面からの評価

介護予防事業参加群と非参加群の医療・介護費

用の推移分析………………………吉田裕人，他

感染症発生動向調査に基づいた警報・注意報発生

法における基準値変更の影響……村上義孝，他

富山県内河川のウイルス汚染に関する定点観測

………………………………………岩井雅恵，他
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日本公衆衛生学会雑誌は，わが国の公衆衛生学の水準

をリードする雑誌として，質の高い公衆衛生学に関する

論文を掲載してきたと言えます。これは良質な論文を投

稿下さった先生方のおかげであり，編集側としては感謝

いたします次第であります。一方で，公衆衛生学は公衆

衛生の現場と切っても切れない関係にあり，それゆえ，

公衆衛生の活動を報告して下さるような論文の投稿も勧

奨されています。そのような中で，公衆衛生の現場で活

動する様々な職種に要求される専門職としてのコンピテ

ンシーについてどう考えてゆくかを示してゆくことも，

本誌に要求されている事柄の 1 つかも知れません。本誌

は近々 A4 判化されてゆく予定ですが，これを機会に，

様々なテーマをシリーズとして連載してゆく試みも検討

されております。これも本誌に対する読者のニーズを満

たしてゆく試みの一環であります。医療制度や地域保健

が大きく変わっていく時代の中で，本誌が発信してゆく

学術的エビデンスにはますます期待がかかってくるもの

と考えます。編集部も全力を挙げて本誌に磨きをかけて

ゆきたいと思っておりますので，どうか広い視野からの

ご支援をお願いしたいと思う次第です。 （加藤則子）
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